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  別ファイル「語釈・文例集」掲載の語。
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赤字：基本語イ
〇常用漢

字

△表外訓

×表外字

●2010年追加

〇数字:配

当学年

赤字

小1

1 かくぜつ 隔絶 隔〇 A′ 隔＝絶 名・ス自他 漢語

2 きぜつ 気絶 気① A 気→絶 名・ス自 漢語 小高1 気絶 気絶

3 きょぜつ 拒絶 拒〇 A ≒拒否 拒＝絶 名・ス他 漢語 中学1 拒絶 拒絶

4 こんぜつ 根絶 根③ A ≒根絶やし 根→絶 名・ス他 漢語 中学4 根絶 根絶

5 しゃぜつ 謝絶 謝⑤ A *面会謝絶 謝＝絶 名・ス他 漢語 中学1 謝絶 謝絶

6 せいぜつ 凄●絶 凄● B′
すさまじい

⇦とても
凄⇦絶 名・形動 漢語 凄絶

7 ぜつえん 絶縁 縁〇 A *絶縁状 絶←縁 名・ス自 漢語 中学1 絶縁

8 ぜつえんたい 絶縁体
体②

A 名 漢語 絶縁体

9 ぜっか 絶佳 佳〇 B *風光絶佳 絶→佳 名 漢語 絶佳

10 ぜっかい 絶海 海② A′*絶海の孤島 絶→海 名 漢語 中学2 絶海

11 ぜっきょう 絶叫 叫〇 B′ 絶→叫 名・ス自 漢語 中学3 絶叫 絶叫

12 ぜっく 絶句 句⑤ A 絶←句 名・ス自 漢語

絶句

(ブラッ

キーの

話)

13 ぜっけい 絶景 景④ B *天下の絶景 絶→景 名 漢語 中学2 絶景 絶景 絶景

14 ぜつご 絶後 後② A 絶←後 名 漢語 中学4▼

15 くうぜんぜつご 空前絶後 空①前②B 名 漢語

16 ぜっこう 絶交 交② A 絶←交 名・ス自 漢語 中学1 2 絶交 絶交

17 ぜっこう 絶好 好④ B *絶好のチャンス 絶→好 名 漢語 中学1 絶好 絶好

18 ぜっこうちょう 絶好調 調③ B 名・形動 漢語

19 ぜっさん 絶賛（絶×讚） 賛⑤ B ≒激賞 絶→賛 名・ス他 漢語 中学4 絶賛

20 ぜっしょう 絶唱 唱④ B 絶→唱 名・ス他 漢語

21 ぜっしょく 絶食 食② A ≒断食 絶←食 名・ス自 漢語 中学1 絶賛 絶食 絶食

５年Ａ漢字「絶」指導対象漢字語候補検討資料

(中)中学校段階指導

音訓

(高)高校段階指導音

訓
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並列語
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該当語

抗がん剤の拒絶反応(高校・家庭科)

電気の絶縁性(高校・工芸)
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青字中学高校でふれるおもな語



22 ぜっする 絶する A *言語に絶する 絶する サ変自 混種語 中学4 絶する

23 ぜっせい 絶世 世③ B *絶世の美人 絶←世 名 漢語 中学4 絶世

24 ぜっそく 絶息 息③ A ≒絶命 絶←息 名・ス自 漢語 中学4×

25 ぜったい 絶対 対③ B 絶←対 名 漢語
認識

中学
中学2年 小A 小高1 絶対 絶対 絶対 絶対

26 ぜったいに 絶対に B 副 絶対に
認識

小学２

年

絶対に
(カレーライ

ス)

ぜったい

に
(いつか、大

切なところ)

絶対に
(みちくさ)

27 ぜったいせい 絶対性 性⑤ B 名 漢語

28 ぜったいち 絶対値 値⑥ B 名 漢語 絶対値

29 ぜったいてき 絶対的 的④ B 形動 漢語 絶対的

30 ぜったいあんせい 絶対安静
安③

静④
B 名 漢語

31 ぜったいおうせい 絶対王政 王政 B 名 漢語

32 ぜったいおんかん 絶対音感
音①

感③
B 名 漢語

33 ぜったいおんど 絶対温度
温③

度③
B 名 漢語

34 ぜったいこうど 絶対光度
光②

度③
B 名 漢語

35 ぜったいさんしょう絶対参照
参④

照④
B 名 漢語

36 ぜったいひょうか 絶対評価
評⑤

価⑤
B 名 漢語

37 ぜったいぶんぷず 絶対分布図
分②

布⑤

図②
B 名 漢語

38 ぜったいぜつめい 絶体絶命
体②

命③
A 名 漢語 絶体絶命 中学4 絶体絶命 絶体絶命 絶体絶命

39 ぜつだい 絶大 大① B ≒甚大 絶→大 名 漢語 中学1 絶大

40 ぜっちょう 絶頂 頂⑥ B *幸せの絶頂 絶→頂 名 漢語 小高3▼ 絶頂 絶頂

41 ぜっぱん 絶版 版⑤ A 絶←版 名 漢語 中学4 絶版

42 ぜっぴつ 絶筆 筆③ A 絶→筆 名 漢語 中学2 絶筆

43 ぜっぴん 絶品 品③ B ≒逸品 絶→品 名 漢語

44 ぜっぺき 絶壁 壁〇 A′≒断崖 絶→壁 名 漢語 中学2 絶壁

45 ぜつぼう 絶望 望④ A 絶←望 名・ス自 漢語 絶望 小５論感 小高2 絶望 絶望 絶望

46 ぜつみょう 絶妙 妙〇 B 絶→妙 名・形動 漢語 絶妙

47 ぜつむ 絶無 無④ A ≒皆無 絶→無 名 漢語

相対参照と絶対参照(高校・情報)

絶対分布図(高校・地理)

神の絶対性と絶対服従(高校・倫理)

数値の絶対値（高校・地理）

絶対的貧困(高校・政治経済)

絶対的な地位や権威（高校・家庭科）

絶大な権威(高校・倫理)

絶妙なバランス(高校・理科)

啓蒙思想と絶対王政(高校・世界史)

絶対温度(高校・地学)

恒星の絶対等級と絶対光度(高校・地学)



48 ぜつめい 絶命 命③ A 絶←命 名・ス自 漢語 中学3 絶命

49 ぜつめつ 絶滅 滅〇 A
≒根絶

≒死滅

≒撲滅
絶＝滅 名・ス自他 漢語 中学3 絶滅

きょう

りゅう絶

滅

絶滅危惧

種

絶滅 絶滅

50 ぜつりん 絶倫 倫〇 B
かけはなれて

いる←なかま
絶←倫 名 漢語 中学4 絶倫

51 そうぜつ 壮絶 壮〇 B′
さかん⇦とて

も

*壮絶な戦い

壮⇦絶 名 漢語 中学4 壮絶

52 たえず 絶えず A ≒ひっきりなしに 副 和語 小高1× 絶えず 絶えず

53 たえだえ 絶え絶え A *息も絶え絶え 形動 和語 小高2× 絶え絶え

54 たえて 絶えて A 副 和語 中学2×

55 たえま 絶え間 間② A 名 和語 絶え間なく 小高2× 絶え間
絶え間も

なく(川と

ノリオ)

絶え間も

なく(川と

ノリオ)

絶え間

56 たえる 絶える A *息が絶える 下一自 和語 小高1
消息が絶

える

交通が絶

える

人通りが

絶える

通信が絶

える

音信が絶

える
絶える 絶える

57 たくぜつ 卓絶 卓〇 B 卓＝絶 名・ス自 漢語 中学4×

58 たちきる 絶ちきる A

59 たつ 絶つ A ⇔ 裁つ，断つ 五他 和語 中学1
関係を絶

つ

あとを絶

たない

音信を絶

つ

付き合い

を絶つ

迷いを絶

つ

消息を絶

つ
絶つ 絶つ

60 たやす 絶やす A *火を絶やす 五他 和語 小高1
火を絶や

す

水を絶や

す

えがおを

絶やさず
(子どもたち

を救いたい)

害虫を絶

やす
えがおを絶

やさない

害虫を絶

やす 絶やす 絶やす

61 だんぜつ 断絶 断⑤ A *国交断絶 断＝絶 名・ス自他 漢語 中学2 断絶 断絶 断絶

62 ちゅうぜつ 中絶 中① A 中→絶 名・ス自他 漢語 中学1 中絶

63 とぜつ 途絶（×杜絶） 途〇 A 途→絶 名・ス自 漢語 中学4 途絶

64 とだえる △跡絶える A 下一自 和語 小高1 とだえる

65 はいぜつ 廃絶 廃〇 A 廃＝絶 名・ス自他 漢語

66 ねだやし 根絶やし 根③ A 名 和語 中学4 根絶やし

命に代えても正確な記録を残そうとする

壮絶さ(高校・漢文)

人工妊娠中絶（高校・保健体育）

核廃絶と軍縮(高校・政治経済)



凡例
常用漢字表の音訓 糸を刀で切る

ゼツ A たつ（断つ）・たちきる・きりはなす・中断する・さえぎる・とどめる・やめる・おしまいにする

た-える たやす・なくする・ほろぼす・きわめる

た-やす たえる・つきる・とぎれる・なくなる・とだえる・おしまいになる　／　こばむ・関係をおしまいにする・ことわる

た-つ A′遠く離れている・つながりが切れている・へだたる・けわしい

B かけはなれてすごい・ほかとかけはなれてものすごい・この上なくすぐれている・まさる・このうえない・きわまる

B′もっとも・はなはだ・きわめて・完全に・ありったけ・とても……
当用漢字音訓表

の音訓

ゼツ

た-える

b　読み j  国字研プリント

d 学年配当

k 学習論理語イ一覧表

e 意味

l  批判読み教育基本語イ

g  語構成

漢字指導法研究会の会員著作の『漢字プリント』（ 日本教育出版サービス

刊,1994年）でつかわれている語を赤字でしめした。

武部優子（漢字指導法研究会研究参与，啓明学園初等学校元校長）が1962年に作

成した。

f  類義・対義・関連の語

派生義　

基本義　

候補漢字語の読みをひらがなでしめし「見出し語」とした。

j k l m欄にある語を「基本語イ」とし，この欄で赤字でしめした。

（中）中学校段階で指導する音訓。

（高）高等学校段階で指導する音訓。

候補漢字語のおおまかな意味の下位分類を区分した。区分にふくまれないものは

「＊」とした。

「学年別漢字配当表」における小学校の配当学年を〇数字でしめした。

〇印は，教育漢字外の常用漢字。

意味区分
原義　

見城慶和（漢字指導法研究会研究参与，元委員長）が1963年に作成した「教育基

本語イ」のうち 該当の漢字をふくむ語の提示学年を赤字でしめした。

二字漢語の構成を記号でしめした。表作成者の見解で，並列語を「＝」（類義の

とした。また複合動詞については２つの動詞がそれぞれ本来の意味と格関係を持

つ場合に「V＋V」と表示した。



o 幼児語イ

n 阪本語イ表
阪本一郎が中心となって1958年と1984年にとりまとめた教育基本語彙のうち該

当の漢字をふくむ語を記号でしめした。

   小低□：小学校第１～第３学年

   小高□：小学校第４～第６学年

   中学□：中学校

□の部分は優先順位，最優先を１とし，つづいて２，３，４の順としている。

1984年版で削除されたものには×，追加されたものには〇，移動があったものは

△・▽をほどこした。1958年版の作成には，児童言語研究会元委員長・国字研元

会員の松山市造（元・学習院初等科）がくわわった。

小Ａ：小学校段階で特に大切な語い

小B：小学校段階でＡ語に続くもの

中Ａ：中学校段階で特に大切な語い

中B：中学校段階でＡ語に続くもの

m 児言研教育基本語イ

児童言語研究会が1962年に作成した「児言研国語科教育基本語い・第一次試案」

に掲載されている語のうち該当の漢字をふくむ語について赤字でしめした。

大久保愛（漢字指導法研究会元研究参与，国立国語研究所名誉所員）らがおこなっ

た就学前の幼児の語イ調査から，該当の漢字にかかわる語を数字でしめした。調査

は，1977年のある一日（約12～14時間）のなかで，4人の6才児がそれぞれの日

常生活場面・遊び場面で発話した語を収集したもの。数字は，4人の発語の総計。

空欄は，発語がなかったもの。


